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高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

のトンネル工
こう

事
じ

大
おお
きな山

やま
を貫

つらぬ
くトンネルは

どうやってつくっているの？

工事で発
はっ
生
せい
するほこりから作業員を守

るため、天
てん
井
じょう
に設

せっち
置した大きなパイプ

で外のきれいな空
くう
気
き
をトンネル内

ない
に送
おく

り、換
かん
気
き
をしています。

国
こく
土
ど
交
こう
通
つう
省
しょう
山
やま
形
がた
河
か
川
せん
国
こく
道
どう
事
じ
務
む
所
しょ

新
しん
庄
じょう
国道維

い
持
じ
出
しゅっ
張
ちょう
所
じょ
専
せん
門
もん
官
かん

髙
たか

田
だ

 教
のり

継
つぎ

 さん

最
さい
新
しん
技
ぎ
術
じゅつ
を活
かつ
用
よう
しながら、

安
あん
全
ぜん
・安
あん
心
しん
な工事をしています。

作作
ささ

業業
ぎょうぎょう

員員
いんいん

のの健健
けんけん

康康
こうこう

をを守守
まもまも

るためにるために 土砂をかき出す土砂をかき出す力力
ちからちから

持持
もも

ちち 使った使った水水
みずみず

をきれいにするをきれいにする装装
そうそう

置置
ちち

トンネル工事をトンネル工事を支支
ささささ

える最新技術！える最新技術！

山の岩に火薬をつめる山の岩に火薬をつめる穴穴
あなあな

をあけるドリルジャンボをあけるドリルジャンボ

土砂をかき出すのは、トンネル工事専
せん

用
よう
のホイールローダー。土砂は、道路

の盛
も
り土

ど
などに利

り
用
よう
します。

作業に使った水は、特
とく
別
べつ
な装置できれ

いな水にして川
かわ
に流

なが
します。現

げん
場
ば
近く

の環
かん
境
きょう
も守りながら工事を進めていま

す。

真室川雄勝道路の整
せい
備
び
により、国道と高速道路のW

ダブル

ネットワークで雪に強い交
こう
通
つう
網
もう
となります。また、山

やま

形
がた
・秋
あき
田
た
間
かん
の移

い
動
どう
時
じ
間
かん
の短

たん
縮
しゅく
や観
かん
光
こう
の拡

かく
大
だい
が期

き
待
たい

されています。現場見
けん
学
がく
もできますので、詳

くわ
しくは、山

形河川国道事務所のホームページをご覧
らん
ください。

山の重
おも
みなどで生

しょう
じるトンネルの小

ちい
さ

なゆがみや、作業機械の状
じょう
態
たい
、気
き
象
しょう
予
よ

報
ほう
などをリアルタイムで確

かく
認
にん
し、安全

で正確な工事を行っています。

AA
エーエー

II
アイアイ

によりにより爆爆
ばくばく

破破
はは

ポイントをポイントを決決
けっていけってい

定定

私
わたし
たちが、早

はや
く、快

かい
適
てき
に、車

くるま
で移

い
動
どう
できる高速道路。真

ま
室
むろ
川
がわ

町
まち
の県
けん
境
きょう
近
ちか
くでは、将

しょう
来
らい
、東
とう
北
ほく
中
ちゅう
央
おう
自
じ
動
どう
車
しゃ
道
どう
の一
いち
部
ぶ
になる

「真室川雄
お
勝
がち
道路」（長

なが
さ7.2キロメートル）の工事が進

すす
ん

でいます。なかでも、山
さん
間
かん
部
ぶ
に欠

か
かせな

いのがトンネルです。雪
ゆき
に強
つよ
い道路を目

め

指
ざ
す真室川雄勝道路は、６割

わり
がトンネ

ルの区
く
間
かん
です。現

げん
在
ざい
工事中

ちゅう
の「新

しん
及
のぞ
位
き
ト

ンネル」は、長さ約
やく
1.1キロメートルを

約2年
ねん
半
はん
の期

き
間
かん
をかけてつくります。工

事は、①ドリルジャンボと呼
よ
ばれる大

きな機
き
械
かい
と火

か
薬
やく
を使って山の岩

いわ
を砕
くだ
く、②土

ど
砂
しゃ
をトンネル

の外
そと
に出

だ
す、③鉄

てつ
の骨
ほね
組
ぐ
みやコンクリートなどでトンネルの

壁
かべ
を補

ほ
強
きょう
する、という作

さ
業
ぎょう
を繰

く
り返
かえ
し、1日

にち
当
あ
たり約３～４

メートルのペースで掘
ほ
り進めます。とても危

き
険
けん
な工事を安

全に、正
せい
確
かく
に行

おこな
うためには、高

たか
い技術が必

ひつ
要
よう
です。全

ぜん
国
こく
から

集
あつ
まったトンネル工事の達

たつ
人
じん
たちが、ＡＩや自

じ
動
どう
操
そう
縦
じゅう
など

の最新技術を活用しながら、慎
しん
重
ちょう
に掘り進めています。

1748年創業、現在は防災用品や日用雑貨の
販売などを行う有限会社西谷のお二人。社長
の西谷真一さんから、取締役であり娘の西谷
友里さんへと、今後事業承継をする準備を進
めていく予定です。（撮影場所：有限会社西谷）

企業のバトンを次世代につなぐために

こどもや若者の声を県政に

県職員の給与の状況


